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公共土木施設災害復旧事業（二級河川養老川水系 養老川 市原市田淵旧日竹） 
養老川は、流路延長 75 キロメートル、流域面積は 243 平方キロメートルと県内屈指の 
河川であり、管内中央部を南北に貫流しています。 
本河川は、令和５年に発生した台風第１３号により複数箇所で護岸が被災したことから、 
治水機能を回復するため、被災箇所の復旧工事を実施しました。 
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明治33年３月 千葉県告示第80号を以って千葉県第１工区（千葉郡、市原郡）を創設。

県庁内務部に置く。

大正３年３月 千葉県告示第66号を以って千葉県八幡工区と改称。

昭和４年５月 千葉県八幡土木出張所と改称。

昭和28年４月 庶務課及び工務課を設置。

昭和34年４月 鶴舞に派出所を新設。

昭和37年４月 管理用地課を増設。

昭和38年４月 千葉県市原土木出張所と改称。道路補修課を増設し４課制となる。

昭和39年４月 県内14土木出張所を10土木事務所と８出張所に改組、それに伴い当出張所を京葉

土木事務所市原出張所と改称。

昭和40年４月 市原土木事務所と改称。総務課、管理用地課、工務第１課及び工務第２課に改称。

昭和40年８月 庁舎改築（延床面積380㎡）

昭和44年４月 建築課を増設し５課制となる。

昭和47年３月 庁舎増改築（延床面積228㎡）

昭和50年４月 管理用地課を管理課と用地課に分課。工務第１課及び工務第２課を建設課及び維

持課に改称。

昭和53年４月 建築課を廃止し千葉都市計画事務所兼務となる。

昭和56年６月 派出所を改め鶴舞支所となる。

昭和60年２月 鶴舞支所、老朽化により改築（鉄筋コンクリート２階建213．55㎡）

昭和63年４月 建設課を道路改良課及び河川改良課に、用地課を用地第１課及び第２課に改称。

平成元年４月 維持課を維持防災課及び地域指導課に改称。

平成２年３月 老朽化により庁舎改築（鉄筋コンクリート２階建延床面積988．81㎡）

平成２年４月 用地第１課及び用地第２課を統合して用地室を新設し、用地第１班及び用地第２

班を置く。養老川及び村田川の災害復旧助成事業を実施するために、養老川・村

田川改修事務所を新設。

平成３年６月 老朽化により書庫、車庫、水防庫改築（鉄筋コンクリート２階建延床面積649．979㎡）

平成５年４月 地域指導課を地域指導班に改称。

平成６年４月 道路改良課、河川改良課、維持防災課をそれぞれ道路改良班、河川改良班、維持

防災班に改称。

平成７年４月 養老川・村田川災害復旧助成事業の完了に伴い、養老川・村田川改修事務所を廃

止し河川改良班に吸収。

平成８年４月 管理課を管理第１班及び管理第２班に改称。

平成10年４月 地域指導班を調整班に改称。

平成11年４月 維持防災班を維持班に改称。

平成12年４月 管理第１班及び管理第２班を管理課に、用地室を廃止し、用地第１班及用地第２

班を用地課に、調整班、道路改良班、河川改良班、維持班を調整課、道路改良

課、河川改良課、維持課にそれぞれ改称。

平成16年４月 出先機関等の再編に伴い千葉地域整備センター市原整備事務所と改称。 

総務課を廃止し調整課に、道路改良課と河川改良課を建設課に、管理課と維持課

を維持管理課に、鶴舞支所を鶴舞出張所にそれぞれ改称。

平成17年４月 市原区画整理事務所の廃止に伴い、区画整理課を市原整備事務所に新設。

平成20年３月 岩崎土地区画整理事業の完了に伴い、区画整理課を廃止。

平成23年４月 市原土木事務所と改称。総務課を増設し５課・１出張所制となる。

平成24年４月 用地課及び維持管理課を管理用地課及び維持課に改称。

平成28年４月 管理用地課を管理課及び用地課に分課し、６課・１出張所制となる。

１．沿　革
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２．管内の概要 
  

 市原土木事務所は、千葉県のほぼ中央部に位置する市原市を所管しています。 

 管内である市原市は、人口が約 27 万人、面積は約 368 平方キロメートルと県内最

大の市域を有しています。 

 臨海部には、京葉工業地帯の中核をなす国内最大の石油化学コンビナート群を擁し、

ＪＲ内房線の八幡宿駅、五井駅及び姉ケ崎駅を中心に市街地が形成され、内陸部には、

辰巳台、国分寺台、ちはら台など良好な住宅地があります。 

 一方、南部は、養老渓谷や大福山など豊かな自然に恵まれた有数な観光地となって

おり、養老川の中流域は、肥沃な土地を生かした緑豊かな田園地帯が広がり稲作を中

心とした農業が盛んであり、農工両全のバランスのとれた産業構造を有する活力に満

ちた広域都市となっています。また、令和 2 年 1 月 17 日付けで、国際地質科学連合

（IUGS）によって、日本初の国際境界模式地（GSSP）に認定された地質年代区分「チ

バニアン」があります。 

道路管理延長は、33 路線（一般国道２路線、主要地方道７路線、一般県道 24 路線）、

約 240 キロメートルで、主な路線は、東関東自動車道館山線、首都圏中央連絡自動車

道及び国道 16 号が基軸道路となり、これを補完する幹線道路として、南北方向に国

道 297 号、主要地方道千葉茂原線、千葉鴨川線、市原天津小湊線、東西方向に国道 409

号、主要地方道市原茂原線、五井本納線があり、これらの道路と有機的に接続する一

般県道により管内の道路ネットワークを形成しています。 

 このような中、東関東自動車道館山線の市原インターチェンジ、姉崎・袖ケ浦イン

ターチェンジ、首都圏中央連絡自動車道の市原鶴舞インターチェンジ及び観光地への

アクセス強化を図るため、国道 297 号、主要地方道市原茂原線、市原天津小湊線等の

整備を推進しています。 

 また、中山間部などには狭隘・屈曲箇所や歩道が未整備なところが多く残っており、

この解消が喫緊の課題となっていることから、安全で快適な通行空間や歩行空間を確

保するため、真に必要な道路や歩道等の整備を計画的に進めており、安全・安心の確

保を図るため、道路法面などの防災対策や舗装や橋梁などを適切に管理するための維

持修繕を実施しています。 

 河川管理延長は、二級河川４水系（養老川、村田川、前川、椎津川）11 河川、120

キロメートルあり、この中で、養老川は、流路延長 75 キロメートル、流域面積は 243

平方キロメートルと県内屈指の河川で管内中央部を南北に貫流しています。 

 また、北側の千葉市との境には村田川が、西側には前川と椎津川が、それぞれ東京

湾に注いでいます。 

 これらの河川流域は、都市化の進展等に伴う土地利用の変化により、保水・遊水機

能が低下し、洪水時の出水対策と併せて良好な河川環境を確保するための整備が急務

となっています。 

 そこで、養老川においては、流下能力の向上を図るための河道掘削を推進するとと

もに、椎津川では、早急な整備が望まれる上流区間の河道整備を進めています。 
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３．組織及び所管事務分掌

鶴

舞

出

張

所

用

地

課

管

理

課

総

務

課

 事務所の組織は総務課、管理課、用地課、調整課、建設課、維持課、鶴舞

出張所の６課、１出張所である。職員数は、事務職員１４名、技術職員２０

名、及び会計年度任用職員６名、合計４０名で、本所３３名、鶴舞出張所７

名となっている。

次　　長（事）

調

整

課

建

設

課

次　　長（技）

組 織

組 織 図 （令和７年４月１日）

所　　長（技）

維

持

課
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1 2 3

総 務 課 1 4 1 6

管 理 課 1 1 3 3 8

用 地 課 1 2 1 4

調 整 課 1 2 3

建 設 課 1 1 2 4

維 持 課 1 1 1 2 5

鶴 舞 出 張 所 1 2 3 1 7

計 1 2 1 5 1 2 4 9 9 6 40

計

職員の配置

会

計

年

度

任

用

職

員

主

査

副

主

査

主

事

技

師

所

長

次

長

出

張

所

長

課

長

副

主

幹

（令和７年４月１日現在）

職員

課別
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総　務　課

１．所の総合企画及び調整に関すること。

２．請負・入札及び契約に関すること。

３．建設業の許可及び建設業者の指導監督に関すること。

４．庁舎及び機械器具の管理に関すること。

５．資材及び物資の需要調達に関すること。

６．安全衛生委員会及び環境マネジメントに関すること。

７．庶務に関すること。

８．文書及び情報ネットワークに関すること。

管　理　課

１．道路・河川・海岸の管理及び占用許可に関すること。

２．官地と民地の境界査定に関すること。

３．砂利及び土砂採取計画の認可協議並びに土砂運搬の協議に関すること。

４．道路の認定及び区域決定に関すること。

５．旧道処理（移管）に関すること。

６．砂防指定地区及び急傾斜地崩壊危険区域の管理に関すること。

７．千葉県自然公園条例に基づく指定地域の管理に関すること。

用　地　課

１．土地の収用、買収及び補償に関すること。

２．登記に関すること。

３．土地評価に関すること。

４．税務署等の協議に関すること。

調　整　課

１．工事の企画、調整、報告等に関すること。

２．技術関係の研修に関すること。

３．建設工事安全対策委員会に関すること。

４．陳情及び要望処理に関すること。

５．水防・震災体制の計画に関すること。

６．土砂災害防止に関すること。

７．占用申請審査（技術部門）に関すること。

８．開発事業の技術的な設計協議に関すること。

９．市町村の国費、県費補助事業の指導、監督に関すること。

10．市町村の災害復旧の指導に関すること。

11．その他所長が特に必要とする事項。

事務分掌
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建　設　課

て所掌するものを除く。）

すること。

維　持　課

国、県道の維持補修に関すること。

災害復旧工事に関すること。

防災及び水防に関すること。

道路の調査、統計及び愛護の奨励に関すること。

国有及び県有土地の維持補修に関すること。

防災行政無線に関すること。

設計・施行及び監督に関すること。

鶴舞出張所

の区域に係る建設課、維持課に掲げる事務に関すること。

砂防指定地区に関すること。

る新設及び改良工事に関すること。

２．

３．

道路、橋梁等の新設、改良及び舗装の工事に関すること。（維持課におい

道路、橋梁等の新設及び改良に係る技術に関する調査、統計及び報告に関

河川、海岸、急傾斜地崩壊防止施設等の新設及び改良の工事に関すること。

河川改良に係る技術に関する調査統計及び報告に関すること。

局部改良・交通安全施設及び道路排水施設の新設・維持補修事業の調査・

市原土木事務所の所管区域のうち、市原市(旧南総町及び旧加茂村に限る。)

千葉県自然公園（笠森鶴舞自然公園及び養老渓谷奥清澄自然公園）に関す

３．

４．

５．

６．

７．

１．

１．

２．

３．

４．

１．

２．

8



(1)令和５・６年度歳入及び歳出決算

 

0 8,201,398 △ 8,201,398

0 8,201,398 △ 8,201,398
0 8,201,398 △ 8,201,398

73,657,619 64,492,544 9,165,075

65,603,619 57,669,744 7,933,875
19,016 19,016 0

65,584,603 57,650,728 7,933,875
8,054,000 6,822,800 1,231,200
8,054,000 6,822,800 1,231,200
107,514 93,893 13,621
107,514 93,893 13,621
107,514 93,893 13,621

73,765,133 72,787,835 977,298

 

1,933,419,256 3,115,909,626 △ 1,182,490,370
13,141,403 14,583,812 △ 1,442,409
5,855,891 6,310,709 △ 454,818
6,332,605 7,898,233 △ 1,565,628
952,907 374,870 578,037

1,503,260,943 2,085,143,724 △ 581,882,781
1,168,476,870 1,466,388,405 △ 297,911,535
168,310,073 479,273,419 △ 310,963,346
166,474,000 139,481,900 26,992,100
417,016,910 1,016,182,090 △ 599,165,180
10,871,300 2,545,520 8,325,780

294,615,322 894,488,172 △ 599,872,850
95,841,800 60,889,800 34,952,000
15,099,300 50,927,800 △ 35,828,500

589,188 7,330,798 △ 6,741,610
192,062,500 0 192,062,500
192,062,500 0 192,062,500
149,602,500 0 149,602,500
42,460,000 0 42,460,000

2,125,481,756 3,115,909,626 △ 990,427,870

※「歳入」…各年度の翌５月末時点の収入額（累計）
※「歳出」…各年度の翌５月末時点の支出額（累計）

使 用 料

４．予算の概要

歳 入 (単位：円)
科 目 令和６年度 令和５年度 増減(△)

分担金及び負担金

負 担 金
土 木 費 負 担 金

使用料及び手数料

総 務 使 用 料
土 木 使 用 料

手 数 料
証 紙 収 入

諸 収 入
雑 入

雑 入
合 計

土 木 費
土 木 管 理 費

土 木 総 務 費

(単位：円)
科 目 令和６年度 令和５年度 増減(△)

歳 出

河 川 総 務 費

土 木 事 務 所 費
用 地 対 策 費

道 路 橋 梁 費
道 路 維 持 費
道 路 新 設 改 良 費
橋 り ょ う 維 持 費

河 川 海 岸 費

河 川 改 良 費
砂 防 費
海 岸 保 全 費

災 害 復 旧 費
土木施設災害復旧費

水 防 費

合 計
河 川 海 岸 災 害 復 旧 費
道路橋りょう災害復旧費
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(2) 令和６・７年度予算

事業費 ５ 年 度 事業費 ６ 年 度

道路事業 254 406 道路事業 677 325
0 185 12 42

防災・安全交付金 0 0 防災・安全交付金 0 0
防災・安全交付金 0 0 防災・安全交付金 0 0
防災・安全交付金 10 41 防災・安全交付金 120 80
防災・安全交付金 (交安 ) 4 81 防災・安全交付金 ( 交 安 ) 15 7
防災・安全交付金 0 0 防災・安全交付金 0 0

20 19 3 3
0 42 16 0

道路メンテナンス (点検 ) 22 0 道路メンテナンス ( 点 検 ) 161 0
道路メンテナンス (橋梁 ) 18 28 道路メンテナンス ( 橋 梁 ) 92 15
道路メンテナンス 0 10 道路メンテナンス 53 10
道路メンテナンス 0 0 道路メンテナンス 0 168

0 0 0 0
31 0 0 0
149 0 205 0

河川事業 184 391 河川事業 51 301
50 108 0 50
2 59 0 71
42 0 0 180
0 61 0 0
0 0 0 0
90 163 51 0
0 0 0 0
0 0 0 0

438 797 728 626

事業費 ５ 年 度 事業費 ６ 年 度

道路事業 1,314 226 道路事業 1,720 323
103 85 185 53
397 20 396 0
12 15 45 19
125 39 215 41
19 26 81 29
177 0 144 0
184 0 399 64
4 0 7 0

212 39 213 108
0 2 20 9
16 0 15 0
0 0 0 0
65 0 9 0

河川事業 254 479 河川事業 514 193
36 201 186 21
25 0 27 0
0 0 10 0
0 35 0 21
10 1 0 0
0 0 4 0
0 0 0 0
0 0 3 0
15 33 29 4
156 198 255 147
0 11 0 0
0 0 0 0
0 0 1 0
12 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

1,568 705 2,234 516

2,006 1,502 2,962 1,142

県 単 災 害 関 連 （ 道 路） 県 単 災害 関連 （道 路）

電 線 類 地 中 化 整 備

県 単 災 害 関 連 （ 河 川）
海 岸 管 理 海 岸 管 理

県 単 災害 関連 （河 川）

(単位：百万円)

交 通 安 全 対 策
道 路 維 持

道 路 改 良
舗 装 道 路 修 繕
排 水 整 備

河 川 管 理

水 辺 環 境 整 備

河 川 改 良
河 川 環 境 整 備

水 辺 環 境 整 備

県単独事業

事 業 区 分

道 路 維 持
道 路 維 持 修 繕
橋 梁 修 繕

公 共 計

県単独事業 (単位：百万円)

道 路 改 良
舗 装 道 路 修 繕

事 業 区 分

災 害 防 止

道 路 維 持 修 繕
橋 梁 修 繕
道 路 管 理

排 水 整 備
交 通 安 全 対 策

道 路 管 理
災 害 防 止

道 路 交 通 情 勢 調 査道 路 交 通 情 勢 調 査

電 線 類 地 中 化 整 備

海 岸 基 盤 整 備

災 害 復 旧 （ 河 川 ）
土砂災害防止（砂 防）
土砂災害防止（急傾斜）
土 砂 災 害 警 戒 対 策

広 域 河 川 改 修

災 害 復 旧 （ 道 路 ）

総 合 流 域 防 災

緊 急 急傾 斜地 崩壊 対策

海 岸 整 備
河 川 維 持

砂 防 管 理

緊 急 急傾 斜地 崩壊 対策

河 川 調 査

砂 防 管 理

河 川 管 理
河 川 調 査

砂 防 整 備

海 岸 整 備
河 川 維 持

砂 防 調 査 砂 防 調 査

道 路 調 査 道 路 調 査

水 防 水 防

砂 防 整 備

緊 急 急 傾 斜 地 崩 壊 対策

河 川 改 良
河 川 環 境 整 備

緊 急 急 傾 斜 地 崩 壊 対策

土砂災害防止（急傾斜）

総 合 流 域 防 災
災 害 復 旧 （ 河 川 ）
土砂災害防止（砂 防）

公 共 計

土 砂 災 害 警 戒 対 策

海 岸 基 盤 整 備

広 域 河 川 改 修

国庫補助事業

社会資本整備総合交付金

令和７年度予算

事 業 区 分

社会資本整備総合交付金

(単位：百万円)
令和６年度予算

事 業 区 分

(単位：百万円)国庫補助事業

災 害 復 旧 （ 道 路 ）

土 砂 災 害 対 策 道 路 土 砂 災 害 対 策 道 路

無 電 柱 化 推 進 計 画
踏 切 道 改 良 計 画

無 電 柱 化 推 進 計 画
踏 切 道 改 良 計 画

備考：令和６年度予算は最終予算額

補 助 ・ 県 単 合 計

県 単 計

射 撃 場 施 設 整 備

備考：令和７年度予算は令和７年６月末現在
補 助 ・ 県 単 合 計

射 撃 場 施 設 整 備
大 福 山 遊 歩 道 等 整 備

県 単 計

大 福 山 遊 歩 道 等 整 備

(災害防除)
(舗装修繕)

石油貯蔵施設立地対策等交付金

(災害防除)
(舗装修繕)

石油貯蔵施設立地対策等交付金

(事務費除く) (事務費除く)

(事務費除く) (事務費除く)

消防学校、防災研修センター整備 消防学校、防災研修センター整備

繰越額 繰越額

繰越額 繰越額

(橋梁修繕) (橋梁修繕)

(道路附属物)
(トンネル) (トンネル)

(道路附属物)

(道路附属物) (道路附属物)
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

幅　員 １式 １式

工　期 １式 １式

標　　準　　横　　断　　図

27,349千円事業費

（進捗率80％）

改良工

工　　事　　箇　　所　　図

事業費

調査・設計

（進捗率65％）

116,765千円

Ｌ＝1,710ｍ

Ｗ＝11.5ｍ

    平成14年度～

用地補償

５．主な事業概要

(1) 道路事業

 社会資本整備総合交付金事業

 主要地方道　市原茂原線　新巻１工区　市原市新巻

　本路線は、内房地域の市原市と外房地域の茂原市を結ぶ幹線道路である。当

該区間は幅員が狭く大型車の相互通行が困難であり、地域住民の生活に大きな

支障となっている。このため、交通の円滑化を図るとともに、安全な通行を確

保するため、現道拡幅による整備を進めている。

180,000千円

全体計画 令和６年度迄実績 令和７年度計画

調査・設計

事業区間 L=1,710m

張りブロック工

千葉県型側溝CH25-400×500

千葉県型側溝CH25

1,
00
0

1,000

750 3,250

11,500 500

3,250 750 3,500

5.0%
Ｇr-Ｂ-4Ｅ

1:
1.
5

1:
1.
0

2.0% 2.0% 1.5%
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

幅　員

工　期 １式36,797m2

改良工 １式

地質調査・設計

 社会資本整備総合交付金事業

 主要地方道　市原茂原線　磯ヶ谷工区　市原市磯ヶ谷

　本路線は、内房地域の市原市と外房地域の茂原市を結ぶ幹線道路であること
から、近年交通量が増大している。当該区間について幅員が狭く大型車相互の
通行が困難であり、地域住民の生活に大きな支障となっている。このため、交
通の円滑化を図るとともに、安全な通行を確保するため、バイパスとして整備
を進めている。

1,500,000千円

全体計画 令和６年度迄実績 令和７年度計画

標　　準　　横　　断　　図

10,000千円事業費

（進捗率74％）

工　　事　　箇　　所　　図

事業費

（進捗率73％）

1,095,888千円

Ｌ＝2,160ｍ

Ｗ＝11.5ｍ

    平成19年度～

改良工 1,080m

用地買収

事業区間 L=2,160m

県型側溝-CH25-30-30

Gp-P-3E

Gr-B-4E

750 3,250 750

3,500 8,000

500 50011,500

1.0% 2.0% 2.0%

3,250

1:1.5

1:
1.
5
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長 L=1,700m

幅　員 W=10.0m

工　期

調査 1式

付帯工 1式

 社会資本整備総合交付金事業

 主要地方道 市原天津小湊線　市原市田淵・国本

　本路線は、千葉・東京方面から房総半島の中央部を経て養老渓谷自然公園及び南房総

地域の観光地へのアクセス道路として機能する幹線道路であり、また、首都圏中央連絡

自動車道の開通後は、国道297号と一体となり一層大きな役割を果たしている。

　当該区間は、屈曲箇所の多い未改良道路であり、冬期には凍結による交通事故が多発

していることから、交通の円滑化と交通の安全確保を図るため、現道拡幅の整備を進め

ている。

全体計画 令和６年度迄実績 令和７年度計画

平成18年度～

標　　準　　横　　断　　図

70,000千円事 業 費

（進捗率34％）

工　　事　　箇　　所　　図

事 業 費

（進捗率32％）

1,002,770千円

 

改良工 700m

用地補償

3,159,000千円

1式

事業区間 L=1,700m

10,000

7,5002,500

750 3,000 3,000 750 500

510

2.0% 2.0%

1
:
0
.
5

1.0%

県型側溝（CH25-30-30）A

縁石付側溝蓋

県型側溝（CH25-30-30）B
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

河川幅

河道工

築堤工

橋　梁

堰

用　地

工　期

事業費

延　長

河道工

用　地

工　期

(2) 河川事業

3,600m

2橋

広域河川改修下流区間・床上浸水対策特別緊急事業

 広域河川改修事業

 二級河川　養老川　市原市五井

　養老川は、清澄山系に源を発し、蛇行を繰り返しながら、古敷谷川、平蔵川、内田川
の支川と合流し、市原市を南北に貫流して東京湾に注ぐ流路延長75㎞、流域面積約243
㎢の本県を代表する二級河川である。
　この河川は、治水事業として明治から昭和30年代まで二線堤を造るなど地域の保全に
努めてきたが、昭和45年７月の大洪水を契機に、更なる河川断面の拡幅により、治水安
全度向上を図るため、養老大橋（国道16号）からＪＲ内房線橋梁までの3,600ｍ区間を
昭和46年度から河川改修事業を進めてきた。
　しかしながら市街化の進展や土地利用の変化に伴う流出量の増大、流出時間の短縮な
ど治水安全度が低下してきている。
　このような状況の中で、平成元年８月の豪雨による約1,020戸の浸水被害を受けて、
上流の柳原橋から権現堂橋までの2,860ｍ区間に平成６年度から広域河川改修事業を導
入している（現在事業は休止）。また、平成８年９月の台風17号による約800戸の浸水
被害を受け、平成８年度から11年度の期間に災害復旧助成事業をＪＲ内房線橋梁から東
関東自動車道廿五里橋の1,800ｍ区間に導入するとともに、平成11年度から16年度まで
の期間で現在実施している広域河川改修事業区間の中に床上浸水対策特別緊急事業を導
入した。
　現在、広域河川改修事業により治水安全度の向上を図るため、河道掘削工を進めてい
る。

13,957,000千円

全体計画 令和６年度迄実績 令和７年度計画

50,000千円事業費

（進捗率90％）

事業費

200m

3,600m

3,600m

328,650m2

1基

    昭和46年度～

（進捗率89％）

12,467,000千円

用　地

築堤工

橋　梁

328,650m2

3,600m

2橋

1基

1式

堰

河道掘削

河道掘削 1式

｛床上浸水対策特別緊急（上記計画に含む）｝

広域河川改修（平成6年度～）上流区間

全体計画 平成10年度迄実績 平成11年度以降

2,860m （進捗率3％）

2,400,000千円 事業費 80,000千円 休止中

2,860m 調　査 1式

146,900m2

平成6年度～
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養　老　川　河　川　概　要　図

(S58～H9)

東
京
湾

養
老
大
橋

五
井
大
橋 養

老
橋

国
道
16
号

中
瀬
橋

JR
内
房
線

至
木
更
津

至
千
葉

東
関
道

柳
原
橋

権
現
堂
橋

安
須
橋 楓

橋

広域河川改修3,600m(下流区間) 災害復旧助成
1,800m(H8～H11)

広域河川改修
2,860m

(上流区間)

災害復旧助成

養老川村田川改修事務所で施工
床上浸水対策特別緊急事業

L=1,800m(H11～H16)

(H6～　)

H10～休止

市原市

13,700m(H元～H5)

(S58～H9)

関公 1,875m

(S46～　)

200.004.0～ 4.0～

76.0

85.6

暫定計画
将来計画

(Q=1,100m3/S) 暫定計画河床

将来計画河床Q=1,800m3/S

2.
4
5.
10

1:
2 1:

2

1:2

1.
0

H , W , L

代表横断図（広域基幹・床上）
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事 業 名

工 事 箇 所

〈概 要〉

事業費

延　長

築堤工 １式

護岸工

掘削工

橋　梁

用　地

工　期

　椎津川は、市原市深城地先を源とする深城川と豊成付近を源とする不入斗川が合流す
る不入斗地先を上流端とし、途中で片又木川と合流しながらＪＲ姉ケ崎駅前の市街地を
流下して、東京湾に流入している流域面積21.41㎢、流路延長7.1㎞（指定延長4.1㎞）
の二級河川である。
　椎津川水系における治水事業は、昭和44年の水理調書を基に下流から随時、河道改修
が進められ、川間橋から下流区間については昭和61年の工事実施基本計画に基づき、
1/50規模の河道改修を実施した。
　また、川間橋から片又木川合流点までの区間については、暫定改修として1/20規模の
改修が概成したところである。
　浸水被害状況としては、昭和57年９月10日、昭和59年８月13日、昭和61年８月２日等
の洪水において多くの家屋が被害を受け、また、近年では平成８年９月22日洪水におい
て122戸の家屋が被害を被っている。
　特に片又木川合流点から不入斗川にかけての上流区間は、下流区間に比べて極端に洪
水流下能力が低く、毎年のように被害を生じており、早急な整備が望まれていることか
ら、当該区間735mにおいて平成20年度から総合流域防災事業により整備を進め、片又木
川合流点から400mの河道改修が平成24年度に完成した。また永藤橋から上流の335m区間
については平成29年度から事業を再開した。

護岸工

（進捗率84％）

735m

2,885m

工　　事　　箇　　所　　図

掘削工

橋　梁

（進捗率82％）

設計 １式

2,885m

    昭和45年度～

53,863m2

2,430m

1,430m

9橋1,870m

護岸工

用　地10橋

氾濫解析 1式

 総合流域防災事業

 二級河川　椎津川　市原市不入斗

3,302,100千円

全体計画 令和６年度迄実績 令和７年度計画

事業費 71,914千円事業費 2,691,414千円

53,672m2

L=335m
(H29～)

ＪＲ内房線

①ＪＲ橋

②姉崎橋

③横町橋

④横手橋

⑤砂子橋

⑥
川
間
橋

⑦勾当橋

⑧堀内橋

⑨堀之内橋

⑩岡田橋 深城川

片
又
木
川

不
入
斗
川

H8.9.22
床上浸水 66戸
床下浸水 56戸
浸水面積 56ha

A=21.4km2
i=1/250～500
W=1/10(1/50～1/20)

総合流域防災事業 L=2,885m

総流防 L=750m 関公 L=1,150m(S59～H15) 総流防 L=985m

一連区間 L=735m

概略平面図

H26から
休止

L=400m 完成
④大手橋

⑧世起免橋

⑨堀の内橋

⑩永藤橋
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県 管 理 ( ｍ )

14,145

39,593

10,982

50,575 14,145

実 延 長 ( ｍ )

91,798

13 17,736

14 10,665

21 18,249

24 17,657

32 8,959

67 1,250

81 17,282

96,377

126 2,959

128 6,906

130 2,699

132 1,133

139 4,065

140 3,463

141 1,663

143 3,477

大多喜町三又

市原市牛久

千葉鴨川線

大多喜君津線

市原天津小湊線

生実本納線 千葉市中央区生実

６．管内道路、河川の現況

終 点起 点

野田市中野台

（令和６年３月３１日現在）

館山市北条

木更津市長須賀

(1) 管内道路

一　般　国　道

実延長（旧道含む）
終 点

富津市富津

市原市八幡

成田市並木町

路 線 名 起 点

国 道 16 号

国 道 297 号

国 道 409 号

袖ケ浦市坂戸市場

主要地方道・一般県道

市原市潤井戸

市原市金剛地

市原市廿五里

市原市山倉

市原市今富

茂原市高師

茂原市本納

鴨川市横渚

路 線 名

茂原市本町

主要地方道　　　7路線

市原市菊間

千葉市誉田停車場

千葉市誉田停車場

八幡菊間線 市原市八幡

日吉誉田停車場線 長柄町日吉

一般県道　　   24路線

茂原市大沢

君津市久留里市場

鴨川市天津

市原市姉崎

計

市原市五井

市原茂原線

千葉茂原線

五井本納線

千葉市土気停車場

南総昭和線 市原市馬立

茂原五井線 茂原市上茂原

五井山倉線 市原市村上

五井町田線 市原市五井

国土交通省管理(m)

千葉市中央区塩田町

千葉市中央区登戸町

誉田停車場潤井戸線

土気停車場金剛地線

路線番号

17



実 延 長 ( ｍ )

144 7,685

148 1,239

160 4,159

168 7,482

169 4,062

171 10,918

172 7,862

173 7,342

220 115

221 217

223 94

243 1,334

284 4,472

287 2,438

292 8,387

300 2,206

実 延 長 ( ｍ )

468 8,000

18,300

33 路 線 238,750

富津市竹岡

路 線 名 起 点 終 点

有料道路

合 計 36 路 線 279,195

首都圏中央連絡
　　　　自動車道

神奈川県横浜市
金沢区
（釜利谷ＪＣＴ）

千葉県木更津市
（木更津ＪＣＴ）

五井停車場線 市原市五井停車場

上高根北袖線 市原市上高根

牛久停車場線 市原市牛久停車場

市原埠頭線 市原市八幡

鶴舞牛久線

犬成海士有木線

市原市鶴舞

袖ケ浦市奈良輪

市原市犬成

大多喜里見線 大多喜町泉水 市原市月出

市原市月出

市原市八幡停車場

市原市徳氏

南総馬来田線

加茂長南線

南総姉崎線

南総一宮線

加茂木更津線

市原市平蔵

市原市徳氏

終 点起 点

市原市牛久

路 線 名

一宮町一宮

木更津市新田

木更津市地蔵堂

長南町蔵持

市原市上高根

南総月出線 市原市養老

八幡宿停車場線

市原市鶴舞

市原市皆吉

市原市姉崎停車場

袖ケ浦市北袖

市原市八幡

市原市五井

市原市牛久

市原市八幡

市原市不入斗

市原市海士有木

路線番号

木更津市馬来田停車場

東関東自動車道館山線
(東日本高速道路㈱
　市原管理事務所)

千葉市中央区浜野町

県管理延長

路線番号

鶴舞馬来田停車場線

袖ケ浦姉崎停車場線
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流路延長(m)

村 田 川 20,800 104.1  S37. 6. 8

〃 12,000 (25.5) H 6.12.13

〃 8,130 (12.4) S47. 4.18

〃 4,300 (16.1) S63. 1.26

〃 1,500 S63. 1.26

養 老 川 75,000 242.6  S 4. 9.20

〃 8,100 (15.4) S63. 4. 1

〃 25,000 (29.4) S 4. 9.20

〃 18,000 (16.2) S40. 3.31

前 川 4,900 6.4  S35. 4. 1

椎 津 川 7,100 17.9  S40. 3.31 H13 3..30

184,830 371.0  

139.58

42.45

68.16

26.00

18.14

1.88

296.21

115 S58.11.29

263 H 2. 8.31

264 H 2. 8.31

265 H 2. 8.31

315 H 6. 2.18

372 H10. 3.13

456 H15. 5. 9

515 H23. 6. 7

529 H26.11. 7

計

東京湾 八幡・姉崎 五井・姉崎 5,785

(5)国土交通省所管海岸保全区域指定

( )内は管内延長

( )内の流域面積は水系の内数

告示第470号

告示第438号

告示第707号

(4)急傾斜崩壊危険区域指定

沿岸名 海岸名 地区海岸名 延長(m)

30,418.08

17,891.32

155,620.18

指定年月日及び告示番号

告示第945号

告示第712号

告示第712号

告示第712号

告示第117号

告示第209号

　〃　片又木

　〃　吉　沢

面積(m2)

36,842.76

3,367.04

15,815.01

7,605.82

11,091.55

12,452.60

20,136.00

　〃　潤井戸

　〃　勝　間

　〃　勝　間

　〃　大　厩

　〃　奉　免

　〃　奥　野

市町村大字

市原市辰巳台

片 又 木

吉 沢

17,481

3,900

8,130

1,275

73,391

1,200

5,327

潤 井 戸

勝 間 の 1

勝 間 の 2

大 厩

奉 免

奥 野

梅 ケ 瀬 川

〃

〃

計

S63. 3.18

(3)管内砂防指定地

番号

辰 巳 台

区域名

告示年月日

S48. 8.13

S48. 8.13

S48. 8.13

S53. 7.17

S54. 4.12

4,350

1,950

2,110

4,040

4,370

1,380

18,200

延長(m)

芋 原 川

沢 川

西 川

浦 白 川

二級河川

(2)管内河川

養 老 川

水系名

計 11河川

水系名 渓流名

古 敷 谷 川

古 敷 谷 川

前 川

椎 津 川

村 田 川

神 崎 川

支川村田川

瀬 又 川

ミ カ ダ 川

養 老 川 〃

〃

〃

〃

内 田 川

平 蔵 川

河川名 指定延長(m) 告示年月日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

左・右岸

〃

〃

〃

3,000

1,450

4,070

流域面積(km2)

 (975)
1,500

(120,199)
 120,724

(瀬又川に含む)

S 4. 9.20
S43. 3.27

S45. 6. 1
S49. 5.24

T 6. 1. 9
S40. 3.31

指定面積(ha)
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1
3
.
0

一
次

3
野

中
橋

(
ﾉ
ﾅ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
5
1

5
.
9

1
0
.
3

一
次

溝
橋

(
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
)

4
平

蔵
橋

(
ﾍ
ｲ
ｿ
ﾞ
ｳ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

2
0
0
9

3
3
.
0

1
1
.
0

一
次

5
阪

本
橋

(
ｻ
ｶ
ﾓ
ﾄ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
8
4

1
5
.
6

1
0
.
5

一
次

6
桟

道
橋

(
ｻ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

国
道

２
９

７
号

不
明

1
0
5
.
0

3
.
5

一
次

7
無

名
橋

2
(
ﾑ
ﾒ
ｲ
ｷ
ｮ
ｳ
2
)

国
道

２
９

７
号

不
明

2
.
6

1
0
.
6

一
次

8
中

橋
(
ﾅ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
5
4

1
0
.
2

7
.
1

一
次

9
中

橋
側

道
橋

（
上

り
）

(
ﾅ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
(
ﾉ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
)
)

国
道

２
９

７
号

不
明

1
0
.
0

2
.
5

無
し

1
0

中
橋

側
道

橋
（

下
り

）
(
ﾅ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
(
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾘ
)
)

国
道

２
９

７
号

1
9
7
7

1
0
.
5

2
.
0

無
し

1
1

新
手

綱
橋

(
ｼ
ﾝ
ﾀ
ﾂ
ﾞ
ﾅ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
7
4

7
0
.
0

1
0
.
3

一
次

1
2

根
本

橋
(
ﾈ
ﾓ
ﾄ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
6
2

9
.
5

8
.
4

一
次

1
3

根
本

橋
側

道
橋

(
ﾈ
ﾓ
ﾄ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

国
道

２
９

７
号

不
明

9
.
5

3
.
8

無
し

1
4

水
神

橋
(
ｽ
ｲ
ｼ
ﾞ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
7
9

9
.
0

1
1
.
5

一
次

溝
橋

(
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
)

1
5

上
養

老
橋

(
ｶ
ﾐ
ﾖ
ｳ
ﾛ
ｳ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
9
5

1
1
0
.
4

1
7
.
0

一
次

1
6

前
川

橋
(
ﾏ
ｴ
ｶ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
6
2

7
.
5

7
.
6

一
次

1
7

向
川

橋
(
ﾑ
ｺ
ｳ
ｶ
ﾞ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
9
6

4
.
5

8
.
8

一
次

1
8

大
宮

橋
(
ｵ
ｵ
ﾐ
ﾔ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
8
4

1
8
.
6

1
2
.
5

一
次

1
9

新
橋

(
ｼ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
3
2

1
0
.
4

9
.
5

一
次

2
0

辰
巳

橋
(
ﾀ
ﾂ
ﾐ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
6
4

1
1
.
4

1
5
.
0

一
次

2
1

市
原

橋
(
ｲ
ﾁ
ﾊ
ﾗ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

1
9
8
6

4
0
.
5

2
6
.
6

一
次

2
2

浅
井

橋
(
ｱ
ｻ
ｲ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

バ
イ

パ
ス

1
9
9
4

9
8
.
4

1
4
.
0

二
次

2
3

新
生

橋
(
ｼ
ﾝ
ｾ
ｲ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

バ
イ

パ
ス

1
9
5
5

2
.
9

1
4
.
4

二
次

2
4

西
広

橋
（

上
り

線
）

(
ｻ
ｲ
ﾋ
ﾛ
ﾊ
ﾞ
ｼ
(
ﾉ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｾ
ﾝ
)
)

国
道

２
９

７
号

バ
イ

パ
ス

1
9
8
9

1
4
1
.
0

1
0
.
3

二
次

2
5

西
広

橋
（

下
り

線
）

(
ｻ
ｲ
ﾋ
ﾛ
ﾊ
ﾞ
ｼ
(
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾘ
ｾ
ﾝ
)
)

国
道

２
９

７
号

バ
イ

パ
ス

1
9
9
9

1
4
1
.
0

1
0
.
3

二
次

2
6

養
老

橋
(
ﾖ
ｳ
ﾛ
ｳ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

２
９

７
号

バ
イ

パ
ス

1
9
9
8

2
0
3
.
0

2
4
.
0

二
次

2
7

無
名

橋
1
4
8

(
ﾑ
ﾒ
ｲ
ｷ
ｮ
ｳ
1
4
8
)

国
道

２
９

７
号

バ
イ

パ
ス

1
9
9
8

9
.
5

2
0
.
4

二
次

(
令

和
７

年
４

月
１

日
現

在
)

８
．

道
路

施
設

（
１

）
橋

梁
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道
 
路

 
橋

 
名

（
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ
）

路
　

線
　

名
架

設
年

次
橋

長
(
m
)

幅
員

(
m
)

緊
急

輸
送

道
備

　
考

2
8

栢
橋

(
ｶ
ﾔ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
7
2

1
2
.
5

8
.
3

一
次

2
9

栢
橋

側
道

橋
(
ｶ
ﾔ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
9
2

1
2
.
5

2
.
5

無
し

3
0

江
川

橋
(
ｴ
ｶ
ﾞ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
8
0

3
6
.
5

1
0
.
5

一
次

3
1

楓
橋

(
ｶ
ｴ
ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
9
7

7
4
.
6

1
4
.
0

一
次

3
2

忠
志

橋
(
ﾁ
ｭ
ｳ
ｼ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
6
8

1
2
.
6

7
.
5

一
次

3
3

忠
志

橋
側

道
橋

(
ﾁ
ｭ
ｳ
ｼ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
8
2

1
2
.
6

2
.
0

無
し

3
4

町
木

橋
(
ﾏ
ﾁ
ｷ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
6
2

7
.
5

7
.
5

一
次

3
5

町
木

橋
側

道
橋

(
ﾏ
ﾁ
ｷ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
8
3

7
.
5

2
.
0

無
し

3
6

桜
橋

(
ｻ
ｸ
ﾗ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
9
0

9
.
3

1
2
.
5

一
次

3
7

堀
越

橋
(
ﾎ
ﾘ
ｺ
ｼ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
6
4

1
8
.
0

7
.
5

一
次

3
8

堀
越

橋
側

道
橋

(
ﾎ
ﾘ
ｺ
ｼ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
8
7

1
7
.
6

2
.
5

無
し

3
9

高
橋

(
ﾀ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
6
5

1
6
.
6

7
.
5

一
次

4
0

高
橋

側
道

橋
(
ﾀ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

国
道

４
０

９
号

1
9
8
7

1
6
.
6

2
.
5

無
し

4
1

藤
根

橋
(
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾈ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

茂
原

線
1
9
6
4

2
0
.
0

1
5
.
0

一
次

4
2

鐙
田

跨
線

橋
(
ｱ
ﾌ
ﾞ
ﾐ
ﾀ
ﾞ
ｺ
ｾ
ﾝ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

市
原

茂
原

線
1
9
8
7

1
2
0
.
9

7
.
0

一
次

4
3

無
名

橋
1
4
4

(
ﾑ
ﾒ
ｲ
ｷ
ｮ
ｳ
1
4
4
)

県
道

市
原

茂
原

線
不

明
2
.
5

7
.
0

二
次

溝
橋

(
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
)

4
4

海
保

橋
(
ｶ
ｲ
ﾎ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

茂
原

線
1
9
5
0

2
.
1

7
.
7

二
次

4
5

神
代

橋
(
ｶ
ｼ
ﾞ
ﾛ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

茂
原

線
1
9
6
1

3
.
2

1
1
.
1

二
次

4
6

神
代

橋
側

道
橋

（
下

り
線

）
(
ｼ
ﾞ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
(
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾘ
ｾ
ﾝ
)
)

県
道

市
原

茂
原

線
不

明
3
.
6

1
.
3

無
し

4
7

中
谷

原
橋

(
ﾅ
ｶ
ﾔ
ﾊ
ﾗ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

茂
原

線
1
9
5
7

3
.
4

6
.
5

二
次

4
8

中
谷

原
橋

側
道

橋
（

上
り

線
）

(
ﾅ
ｶ
ﾔ
ﾊ
ﾗ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
(
ﾉ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｾ
ﾝ
)
)

県
道

市
原

茂
原

線
1
9
7
1

1
1
.
8

1
.
1

無
し

4
9

五
土

橋
(
ｺ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

茂
原

線
不

明
5
.
0

6
.
3

無
し

5
0

五
土

橋
側

道
橋

（
上

り
）

(
ｺ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
(
ﾉ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
)
)

県
道

千
葉

茂
原

線
不

明
5
.
1

1
.
2

無
し

5
1

草
刈

橋
(
ｸ
ｻ
ｶ
ﾘ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

茂
原

線
1
9
6
8

4
7
.
0

1
0
.
0

二
次

5
2

中
川

橋
(
ﾅ
ｶ
ｶ
ﾞ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

茂
原

線
1
9
6
6

8
.
4

1
0
.
1

二
次

5
3

中
川

橋
側

道
橋

（
上

り
）

(
ﾅ
ｶ
ｶ
ﾞ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
(
ﾉ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
)
)

県
道

千
葉

茂
原

線
不

明
8
.
4

2
.
0

無
し

5
4

中
川

橋
側

道
橋

（
下

り
）

(
ﾅ
ｶ
ｶ
ﾞ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
(
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾘ
)
)

県
道

千
葉

茂
原

線
1
9
8
3

1
4
.
5

2
.
0

無
し

5
5

大
厩

橋
(
ｵ
ｵ
ｳ
ﾏ
ﾔ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

茂
原

線
1
9
6
3

3
.
6

1
3
.
1

二
次

5
6

小
湊

跨
線

橋
(
ｺ
ﾐ
ﾅ
ﾄ
ｺ
ｾ
ﾝ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

五
井

本
納

線
1
9
9
1

2
3
.
0

1
2
.
0

無
し
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N
O

道
 
路

 
橋

 
名

（
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ
）

路
　

線
　

名
架

設
年

次
橋

長
(
m
)

幅
員

(
m
)

緊
急

輸
送

道
備

　
考

5
7

谷
添

橋
(
ﾔ
ｿ
ﾞ
ｴ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

五
井

本
納

線
1
9
9
1

1
7
.
1

1
2
.
0

無
し

5
8

神
崎

橋
(
ｶ
ﾝ
ｻ
ﾞ
ｷ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

五
井

本
納

線
2
0
0
1

2
6
.
5

1
4
.
6

無
し

5
9

富
士

宮
橋

(
ﾌ
ｼ
ﾞ
ﾐ
ﾔ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

五
井

本
納

線
1
9
6
5

1
0
.
6

6
.
0

無
し

6
0

村
上

橋
(
ﾑ
ﾗ
ｶ
ﾐ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

五
井

本
納

線
1
9
7
1

4
.
5

7
.
0

無
し

6
1

金
森

橋
(
ｶ
ﾅ
ﾓ
ﾘ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

五
井

本
納

線
1
9
6
1

4
.
2

7
.
4

無
し

6
2

新
村

田
橋

(
ｼ
ﾝ
ﾑ
ﾗ
ﾀ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
8
4

5
0
.
4

1
2
.
0

無
し

6
3

池
田

橋
(
ｲ
ｹ
ﾀ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
5
1

7
.
0

8
.
2

無
し

6
4

二
子

橋
(
ﾌ
ﾀ
ｺ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
3
4

3
.
0

6
.
0

無
し

6
5

八
幡

橋
(
ﾔ
ﾜ
ﾀ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
8
5

1
2
.
8

1
3
.
5

無
し

溝
橋

(
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
)

6
6

北
川

橋
(
ｷ
ﾀ
ｶ
ﾞ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
2
0
0
5

6
.
8

5
.
5

無
し

6
7

金
杉

橋
(
ｶ
ﾅ
ｽ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
3
8

6
.
1

6
.
1

無
し

6
8

白
金

橋
(
ｼ
ﾛ
ｶ
ﾞ
ﾈ
ﾊ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
6
5

9
.
4

1
8
.
7

無
し

6
9

大
み

よ
橋

(
ｵ
ｵ
ﾐ
ﾖ
ﾊ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
7
8

2
2
.
3

1
8
.
8

無
し

7
0

高
場

第
二

橋
(
ﾀ
ｶ
ﾊ
ﾞ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾆ
ﾊ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
不

明
1
4
.
3

2
0
.
1

無
し

7
1

中
の

池
橋

(
ﾅ
ｶ
ﾉ
ｲ
ｹ
ﾊ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
2
0
0
8

3
6
.
9

2
2
.
8

無
し

7
2

白
塚

跨
線

橋
(
ｼ
ﾗ
ﾂ
ｶ
ｺ
ｾ
ﾝ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
6
4

1
2
.
5

7
.
0

無
し

7
3

白
塚

側
道

橋
(
ｼ
ﾗ
ﾂ
ｶ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
9
6

1
2
.
5

2
.
5

無
し

7
4

新
栄

橋
(
ｼ
ﾝ
ｻ
ｶ
ｴ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
6
4

9
.
8

6
.
0

無
し

7
5

無
名

橋
3

(
ﾑ
ﾒ
ｲ
ｷ
ｮ
ｳ
3
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
不

明
3
.
5

3
4
.
1

一
次

7
6

不
田

橋
(
ﾌ
ﾀ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
6
2

2
.
2

2
1
.
0

一
次

溝
橋

(
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
)

7
7

白
谷

橋
（

上
り

）
(
ｼ
ﾗ
ﾔ
ﾊ
ﾞ
ｼ
(
ﾉ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
)
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
8
4

1
9
.
0

1
0
.
0

一
次

7
8

白
谷

橋
（

下
り

）
(
ｼ
ﾗ
ﾔ
ﾊ
ﾞ
ｼ
(
ｸ
ﾀ
ﾞ
ﾘ
)
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
8
4

1
9
.
0

1
0
.
0

一
次

7
9

無
名

橋
4

(
ﾑ
ﾒ
ｲ
ｷ
ｮ
ｳ
4
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
1
9
6
5

3
.
0

7
.
8

一
次

8
0

無
名

橋
4
側

道
橋

(
ﾑ
ﾒ
ｲ
ｷ
ｮ
ｳ
4
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

千
葉

鴨
川

線
不

明
6
.
3

1
.
9

無
し

8
1

石
神

橋
(
ｲ
ｼ
ｶ
ﾞ
ﾐ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

大
多

喜
君

津
線

1
9
6
8

1
4
.
6

6
.
0

無
し

8
2

折
津

橋
(
ｵ
ﾘ
ﾂ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

大
多

喜
君

津
線

1
9
8
1

5
6
.
5

1
0
.
0

無
し

8
3

大
国

橋
(
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｺ
ｸ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

大
多

喜
君

津
線

1
9
6
1

5
8
.
3

6
.
0

無
し

8
4

柳
川

橋
(
新

)
(
ﾔ
ﾅ
ｶ
ﾞ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
(
ｼ
ﾝ
)
)

県
道

大
多

喜
君

津
線

1
9
9
8

1
8
.
2

1
1
.
5

無
し

8
5

下
川

橋
(
ｼ
ﾓ
ｶ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

天
津

小
湊

線
1
9
6
3

3
2
.
0

6
.
5

無
し
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N
O

道
 
路

 
橋

 
名

（
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ
）

路
　

線
　

名
架

設
年

次
橋

長
(
m
)

幅
員

(
m
)

緊
急

輸
送

道
備

　
考

8
6

川
間

橋
(
ｶ
ﾜ
ﾏ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

天
津

小
湊

線
1
9
5
6

4
5
.
0

6
.
0

無
し

8
7

新
幸

田
橋

(
ｼ
ﾝ
ｺ
ｳ
ﾀ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

天
津

小
湊

線
1
9
7
3

7
5
.
0

9
.
5

無
し

8
8

北
崎

橋
(
ｷ
ﾀ
ｻ
ﾞ
ｷ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

天
津

小
湊

線
1
9
8
2

1
2
1
.
5

1
2
.
0

無
し

8
9

平
野

橋
(
ﾋ
ﾗ
ﾉ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

天
津

小
湊

線
1
9
8
7

1
4
.
9

1
2
.
0

無
し

9
0

里
見

橋
(
ｻ
ﾄ
ﾐ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

天
津

小
湊

線
1
9
8
8

1
1
6
.
0

1
1
.
9

無
し

9
1

日
の

崎
大

橋
(
ﾋ
ﾉ
ｻ
ｷ
ｵ
ｵ
ﾊ
ｼ
)

県
道

市
原

天
津

小
湊

線
1
9
8
5

1
5
0
.
0

1
2
.
0

無
し

9
2

月
崎

橋
(
ﾂ
ｷ
ｻ
ﾞ
ｷ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

天
津

小
湊

線
1
9
7
6

9
.
5

1
1
.
9

無
し

溝
橋

(
ｶ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾄ
)

9
3

境
橋

(
ｻ
ｶ
ｲ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

天
津

小
湊

線
1
9
7
6

1
0
9
.
8

1
1
.
5

無
し

9
4

古
町

橋
(
ｺ
ﾏ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

八
幡

菊
間

線
1
9
9
3

5
0
.
9

1
7
.
0

無
し

9
5

新
瀬

又
橋

(
ｼ
ﾝ
ｾ
ﾏ
ﾀ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

日
吉

誉
田

停
車

場
線

1
9
9
3

3
7
.
2

1
5
.
0

無
し

9
6

黒
川

橋
(
ｸ
ﾛ
ｶ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

日
吉

誉
田

停
車

場
線

1
9
7
3

4
.
2

9
.
8

無
し

9
7

上
前

川
橋

(
ｶ
ﾐ
ﾏ
ｴ
ｶ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

茂
原

五
井

線
1
9
9
2

2
7
.
0

1
2
.
0

無
し

9
8

無
名

橋
5

(
ﾑ
ﾒ
ｲ
ｷ
ｮ
ｳ
5
)

県
道

茂
原

五
井

線
不

明
5
.
0

1
8
.
5

無
し

9
9

廿
五

里
橋

(
ﾂ
ｲ
ﾍ
ｲ
ｼ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

茂
原

五
井

線
1
9
9
4

1
9
9
.
7

1
1
.
5

無
し

1
0
0

柳
原

橋
(
ﾔ
ﾅ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾗ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

五
井

町
田

線
1
9
6
2

1
1
3
.
0

5
.
5

無
し

1
0
1

柳
原

橋
側

道
橋

(
ﾔ
ﾅ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾗ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

五
井

町
田

線
1
9
9
8

1
2
2
.
0

2
.
0

無
し

1
0
2

今
富

橋
(
ｲ
ﾏ
ﾄ
ﾐ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

五
井

町
田

線
1
9
6
8

2
.
9

6
.
6

無
し

1
0
3

馬
立

橋
(
ｳ
ﾏ
ﾀ
ﾃ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

南
総

昭
和

線
1
9
6
4

7
.
5

5
.
5

無
し

1
0
4

上
高

根
橋

(
ｶ
ﾐ
ﾀ
ｶ
ﾈ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

南
総

昭
和

線
1
9
6
2

4
.
3

7
.
5

無
し

1
0
5

無
名

橋
6

(
ﾑ
ﾒ
ｲ
ｷ
ｮ
ｳ
6
)

県
道

南
総

昭
和

線
1
9
6
2

4
.
6

1
5
.
6

無
し

1
0
6

豊
成

橋
(
ﾄ
ﾖ
ﾅ
ﾘ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

南
総

姉
崎

線
1
9
6
2

5
.
2

1
2
.
0

無
し

1
0
7

片
又

木
橋

(
ｶ
ﾀ
ﾏ
ｷ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

南
総

姉
崎

線
1
9
6
2

4
.
1

1
0
.
1

無
し

1
0
8

泉
橋

(
ｲ
ｽ
ﾞ
ﾐ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

南
総

姉
崎

線
1
9
6
2

2
.
3

1
0
.
2

無
し

1
0
9

待
場

橋
(
ﾏ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

加
茂

木
更

津
線

1
9
8
5

8
2
.
8

1
0
.
0

無
し

1
1
0

小
滝

橋
(
ｺ
ﾀ
ｷ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

鶴
舞

馬
来

田
停

車
場

線
2
0
0
7

3
6
.
0

5
.
5

無
し

1
1
1

加
茂

橋
(
ｶ
ﾓ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

鶴
舞

馬
来

田
停

車
場

線
1
9
8
4

3
3
5
.
0

9
.
8

無
し

1
1
2

新
川

橋
(
ﾆ
ﾂ
ｶ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

南
総

馬
来

田
線

1
9
6
1

7
.
7

5
.
6

無
し

1
1
3

無
名

橋
7

(
ﾑ
ﾒ
ｲ
ｷ
ｮ
ｳ
7
)

県
道

南
総

馬
来

田
線

1
9
6
1

2
.
5

1
5
.
8

無
し

1
1
4

中
之

橋
(
ﾅ
ｶ
ﾉ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
6
2

2
5
.
0

6
.
0

無
し
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O

道
 
路

 
橋

 
名

（
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ
）

路
　

線
　

名
架

設
年

次
橋

長
(
m
)

幅
員

(
m
)

緊
急

輸
送

道
備

　
考

1
1
5

中
之

橋
側

道
橋

(
ﾅ
ｶ
ﾉ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
9
9

2
5
.
7

3
.
0

無
し

1
1
6

新
井

橋
(
ｱ
ﾗ
ｲ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
7
3

2
0
.
0

1
0
.
0

無
し

1
1
7

山
小

川
橋

(
ﾔ
ﾏ
ｺ
ｶ
ﾞ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
8
2

2
6
.
0

1
0
.
9

無
し

1
1
8

水
沢

１
号

橋
(
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｻ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
1
ｺ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
9
3

4
.
7

9
.
0

無
し

1
1
9

水
沢

２
号

橋
(
ﾐ
ｽ
ﾞ
ｻ
ﾜ
ﾊ
ﾞ
ｼ
2
ｺ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
9
3

5
.
4

9
.
0

無
し

1
2
0

奥
野

橋
(
ｵ
ｸ
ﾉ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
9
3

1
4
.
0

5
.
8

無
し

1
2
1

奥
野

橋
側

道
橋

(
ｵ
ｸ
ﾉ
ﾊ
ﾞ
ｼ
ｿ
ｸ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
3
1

9
.
4

5
.
8

無
し

1
2
2

月
出

橋
(
ﾂ
ｷ
ﾃ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

大
多

喜
里

見
線

1
9
5
9

1
4
.
7

5
.
0

無
し

1
2
3

高
東

橋
(
ｺ
ｳ
ﾄ
ｳ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

南
総

月
出

線
1
9
8
4

1
1
0
.
0

9
.
8

無
し

1
2
4

湯
原

橋
(
ﾕ
ﾊ
ﾗ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

南
総

月
出

線
1
9
8
1

3
2
.
1

1
0
.
3

無
し

1
2
5

市
原

跨
道

橋
(
ｲ
ﾁ
ﾊ
ﾗ
ｺ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
)

県
道

市
原

埠
頭

線
1
9
8
6

2
9
1
.
7

9
.
0

無
し

1
2
6

市
原

跨
道

橋
取

付
橋

(
ｲ
ﾁ
ﾊ
ﾗ
ｺ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ｷ
ｮ
ｳ
ﾄ
ﾘ
ﾂ
ｹ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

市
原

埠
頭

線
1
9
8
6

4
.
1

9
.
0

無
し

1
2
7

新
橋

(
ｼ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

鶴
舞

牛
久

線
1
9
7
3

2
7
.
0

2
7
.
0

無
し

1
2
8

か
さ

が
み

橋
(
ｶ
ｻ
ｶ
ﾞ
ﾐ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

袖
ケ

浦
姉

崎
停

車
場

線
1
9
3
5

3
.
0

7
.
2

無
し

1
2
9

姉
崎

橋
(
新

)
(
ｱ
ﾈ
ｻ
ｷ
ﾊ
ﾞ
ｼ
(
ｼ
ﾝ
)
)

県
道

袖
ケ

浦
姉

崎
停

車
場

線
1
9
8
8

4
0
.
5

1
2
.
0

無
し

1
3
0

滝
口

橋
(
ﾀ
ｷ
ｸ
ﾞ
ﾁ
ﾊ
ﾞ
ｼ
)

県
道

犬
成

海
士

有
木

線
1
9
9
2

6
.
0

1
2
.
4

無
し
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N
O

ト
ン
ネ
ル
名

(
ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ
)

完
成

年
次

延
長

（
m
）

分
類

ト
ン
ネ
ル
の
施
工
法
・
備
考

1
大

久
保
隧
道

ｵ
ｵ
ｸ
ﾎ
ﾞ
ｽ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ｳ

3
0
3
2

主
要

地
方

道
大

多
喜

君
津

線
1
9
7
1

1
6
5
.
0

陸
上

山
岳
（
矢
板
）

2
菅
野
隧
道

ｽ
ｹ
ﾞ
ﾉ
ｽ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ｳ

3
0
3
2

主
要

地
方

道
大

多
喜

君
津

線
1
9
7
3

1
1
4
.
6

陸
上

山
岳
（
矢
板
）

3
南
郷
隧
道

ﾅ
ﾝ
ｺ
ﾞ
ｳ
ｽ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ｳ

4
1
4
8

一
般

県
道

南
総

一
宮

線
1
9
1
2

5
5
.
9

陸
上

山
岳
（
矢
板
）

4
音

信
ト
ン
ネ
ル

ｵ
ﾄ
ｽ
ﾞ
ﾚ
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

4
1
6
8

一
般

県
道

鶴
舞

馬
来

田
停

車
場

線
1
9
9
2

1
1
9
.
0

陸
上

山
岳
（
N
A
T
M
)

5
徳
氏
隧
道

ﾄ
ｸ
ｳ
ｼ
ﾞ
ｽ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ｳ

4
1
7
1

一
般

県
道

加
茂

長
南

線
1
8
9
9

1
4
9
.
6

陸
上

山
岳
（
矢
板
）

6
鶴

舞
第
一
隧
道

ﾂ
ﾙ
ﾏ
ｲ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｲ
ﾁ
ｽ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ｳ

4
1
7
1

一
般

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
6
8

4
7
.
9

陸
上

そ
の
他

7
鶴

舞
歩

道
ト

ン
ネ

ル
ﾂ
ﾙ
ﾏ
ｲ
ﾎ
ﾄ
ﾞ
ｳ
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

4
1
7
1

一
般

県
道

加
茂

長
南

線
1
9
8
4

7
3
.
0

陸
上

山
岳
（
矢
板
）

8
奥

野
ト
ン
ネ
ル

ｵ
ｸ
ﾉ
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

4
1
7
1

一
般

県
道

加
茂

長
南

線
2
0
0
4

1
0
5
.
0

陸
上

山
岳
（
N
A
T
M
)

9
月

出
第
一
隧
道

ﾂ
ｷ
ﾃ
ﾞ
ﾀ
ﾞ
ｲ
ｲ
ﾁ
ｽ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
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区域の詳細については千葉県ホームページ、ちば情報マップでご確認ください。

https://www.pref.chiba.lg.jp/kakan/sabou/keikai/ichihara-1.html （令和元年度までの指定箇所）

https://www.pref.chiba.lg.jp/kakan/sabou/keikai/ichihara-2.html （令和２年度からの指定箇所）

https://www.pref.chiba.lg.jp/kakan/sabou/keikai/ichihara-3.html （令和6年度-1からの指定箇所）

https://www.pref.chiba.lg.jp/kakan/sabou/keikai/ichihara-4.html （令和6年度-2からの指定箇所）

https://map.pref.chiba.lg.jp/pref-chiba/Portal （ちば情報マップURL）

令和７年４月１日現在

９．土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定

土砂災害の種類

急傾斜地の崩壊

箇所数

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

　土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律に基づいて指定・告示

された区域です。

域であり、危険の周知、警戒避難体制の整備が図られます。

　土砂災害特別警戒区域は、建築物に損壊が生じ住民等の生命又は身体に著しい危険が生ず

るおそれがあると認められる区域です。

　土砂災害警戒区域は、住民等の生命又は身体に危害が生ずるおそれがあると認められた区

土石流

942 916

34 24

地すべり 0 0

計 976 940
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ア．道路使用状況

件 数 占 用 料 件 数 占 用 料

件 円 件 円 件 円

有料 継 続 415 58,768,855 427 50,044,925 △12 8723930

更 新 6 7,202 7 425,763 △1 ▲ 418,561

新 規 5 6,792 35 491,144 △30 △484,352

426 58,782,849 469 50,961,832 △43 7821017

無料 継 続 1,645 1,495 150

更 新 175 75 100

新 規 125 163 △38

1,733 212

426 58,782,849 2,202 50,961,832 169 7821017合 計

小 計

小 計

12．道路及び河川等使用許可状況

　県管理の道路については、改良工事後の区域変更手続き、旧道の処分等に若干の遅延が

あるが、順次処理を進めている。

　また、市街化の進展により内陸部では、上下水道、電気、電話線工事等による道路の掘

返しが多く行われている現状にある。

(令和６年３月３１日現在)

令和６年度 令和５年度 増 減

件 数 占 用 料

年度別

区 分
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占 用 料 占 用 料

円 円

有料 継 続 6,686,140 6,689,102 2

更 新 62,514 2,421,565 △37

新 規 14,990 14,676 2

6,763,644 9,125,343 △33

無料 継 続 0

更 新 △40

新 規 3

△37

6,763,644 9,125,343 △70

12 件 12 件 0 件

0 0 0

5 1 4

1 4 △3

0 19 △19

18 36 △18合 計

令和６年度 令和５年度 増 減

件 数 件 数 件 数

住 宅 出 入 口

取 付 道 路

造 成 関 係

区 画 整 理 事 業

そ の 他

ウ．道路法第24条工事 (令和６年３月３１日現在)

小 計 499

合 計 750 820 ▲ 2,361,699

488 488

1 41

10 7

536

小 計 251 284 ▲ 2,361,699

9 46 ▲ 2,359,051

5 3 314

件 件 件 円

237 235 ▲ 2,962

イ．河川使用状況 (令和６年３月３１日現在)

令和６年度 令和５年度 増 減

件 数 件 数 件 数 占 用 料

年度別

区 分

年度別

区 分
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エ．境界査定実施状況

件 数 延 長 (m) 件 数 延 長 (m)

県 道 ・ 国 道 59 1,506.5 48 1,689.5 11 △183.0

河 川 8 223.2 5 185.3 3 37.9

里 道 ・ 水 路

海 浜 地 0 0 0 0 0 0.0

た め 池

計 67 1,729.7 53 1,874.8 14 △145.1

(令和６年３月３１日現在)

令和６年度 令和５年度 増 減

件 数 延 長 (m)区 分

年度別
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面 積 備 考

市原市八幡海岸通1969-26 4,058.38㎡ 

市原市八幡海岸通1969-50 352.05㎡ 

市原市八幡海岸通1969-53 418.37㎡ 

市原市鶴舞字元町2-275-1外4筆 941.91㎡ 借地

面 積 備 考

市原市八幡海岸通1969-26 988.81㎡ 鉄骨鉄筋コンクリート造２Ｆ

市原市八幡海岸通1969-26 37.00㎡ 鉄骨鉄筋コンクリート造

市原市八幡海岸通1969-26 594.30㎡ 鉄筋コンクリート造２Ｆ

市原市八幡海岸通1969-26
市原市八幡海岸通1969-50

571.46㎡ 
鉄筋コンクリート・軽量鉄骨造２Ｆ

旧養老川村田川改修事務所

市原市鶴舞275-1 213.56㎡ 鉄骨造２Ｆ

市原市鶴舞275-1 72.32㎡ 鉄骨鉄筋コンクリート造

軽 乗 用 車 1 台

小 型 乗 用 車 1 台

普 通 貨 物 車 2 台

小 型 貨 物 車 6 台

普 通 特 種 車 2 台

小 型 特 種 車 1 台

計 13 台

車 庫

道路パトロール車 2台

水防車 1台

備 考

道路維持作業車 2台

事 務 所
倉 庫

事 務 所

(2)建 物

所 在 地 用 途

(3)車 両

種 別 台 数

13．保有施設の状況

所 在 地

(1)土 地 (令和７年４月１日現在)

事務所敷地

用 途

事務所敷地

事務所敷地

事務所敷地

事 務 所

変 電 室

車庫・書庫
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所 長 名 所 長 名

昭和20年４月 ～ 昭和27年３月江 沢 準 二 平成10年４月 ～ 平成11年３月増 谷 強 兵

 昭和27年４月 ～ 昭和29年３月河 津 要 平成11年４月 ～ 平成12年３月寺 田 昭 良

昭和29年４月 ～ 昭和34年３月中 村 慶 司 平成12年４月 ～ 平成13年３月綾 木 修 二

昭和34年４月 ～ 昭和37年３月石 川 金 司 平成13年４月 ～ 平成14年３月和 合 征 夫

昭和37年４月 ～ 昭和39年３月渡 辺 太 郎 平成14年４月 ～ 平成15年３月北 村 修 一

昭和39年４月 ～ 昭和42年４月志 村 宗 光 平成15年４月 ～ 平成16年３月箕 輪 昇

昭和42年５月 ～ 昭和44年１月土屋徳四郎 平成16年４月 ～ 平成17年３月腰 越 貞 次

昭和44年１月 ～ 昭和46年３月山 岸 後 男 平成17年４月 ～ 平成19年３月伊 豆 倉 隆

昭和46年４月 ～ 昭和49年３月宮 野 登 平成19年４月 ～ 平成20年３月黒 川 博 史

昭和49年４月 ～ 昭和51年３月野 田 親 昭 平成20年４月 ～ 平成21年３月地 引 康 雄

昭和51年４月 ～ 昭和53年３月遠 山 敏 夫 平成21年４月 ～ 平成22年３月大 林 正 章

昭和53年４月 ～ 昭和56年６月多 田 秀 夫 平成22年４月 ～ 平成23年３月郡 猛 夫

昭和56年６月 ～ 昭和57年３月平 野 保 一 平成23年４月 ～ 平成24年３月鵜 山 克 己

昭和57年４月 ～ 昭和59年３月石 崎 幸 雄 平成24年４月 ～ 平成25年３月露 嵜 茂

昭和59年４月 ～ 昭和61年３月外 山 明 一 平成25年４月 ～ 平成26年３月鎌 田 哲 夫

昭和61年４月 ～ 昭和62年３月市 川 英 生 平成26年４月 ～ 平成29年３月増 田 光 一

昭和62年４月 ～ 平成元年３月平 田 拓 資 平成29年４月 ～ 平成30年３月御 園 直 樹

平成元年４月 ～ 平成２年３月高 橋 節 男 平成30年４月 ～ 令和２年３月秋 元 仁

平成２年４月 ～ 平成３年３月庄 司 勉 令和２年４月 ～ 令和４年３月堀 越 宏 喜

平成３年４月 ～ 平成４年３月伊 藤 辰 彦 令和４年４月～ 令和６年３月大 出 正 弘

平成４年４月 ～ 平成６年３月水 野 崇 令和６年４月～ 令和７年３月丸 山 正 樹

平成６年４月 ～ 平成８年３月根 岸 輝 夫 令和７年４月～ 和 田 市 雄

平成８年４月 ～ 平成９年３月加賀松次郎

平成９年４月 ～ 平成10年３月田 中 茂 治

14．歴代所長

在 任 期 間 在 任 期 間
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千葉県市原土木事務所  千葉県市原土木事務所鶴舞出張所 

〒290-0067 市原市八幡海岸通 1969  〒290-0512 市原市鶴舞 274 

TEL 0436-41-1300 総務課  TEL 0436-88-3300 

              1303 管理課  FAX 0436-88-3521 

              1302 用地課 

              1301 調整課 

              1419 建設課 

              1459 維持課 

FAX 0436-43-9654 

市原土木事務所 

ホームページ 


